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2014 年 9 月 11 日 

主婦の約半数が衣類を出しっぱなしに！ 

「服の収納・衣替えの実態調査」を実施 
 

●衣類収納の不満、理由は「スペースが少ない」がダントツで 1位 

●ひとりで衣替えする主婦が 72％。家族の参加で満足度アップ 

●収納の悩みを解決する「秋の衣替え」。収納のプロがノウハウを公開 

 

 エステー株式会社は、秋の衣替えシーズンに向けて、20～50 代の主婦を対象に「服の収

納（衣類収納）と衣替え」に関する実態調査を実施しました。 

 共働き世帯の増加、ファストファッションの浸透など、家事と衣類を取り巻く環境は変

わり続けています。本調査は普段の衣類収納と季節の衣替えをテーマに、主婦の悩みを明

らかにしています。さらに具体的にサポートするため、エステーオフィシャルサイトでは、

整理・収納専門家のノウハウも公開しました。 

 

【調査概要】 

調査内容：服の収納・衣替えに関する調査 

調査期間：2014 年 8 月 

調査対象：20～50 代の既婚女性 400 名 

調査方法：インターネット調査  

 

 普段の衣類収納について聞くと、およそ半数の主婦が、

部屋の衣類を完全に片付けられていないことが分かりまし

た。また、過半数の主婦は、衣類収納の現状に「満足して

いない」と回答しました。満足していない理由には、「収納

スペースが少ない」が最も多く、次いで「出し入れしにく

い」「家族が収納してくれない」となりました。 

 

 衣替えに目を移すと、7 割以上の主婦が主にひとりで作

業しています。そのうち、普段の衣類収納に「満足してい

る」と答えた人は 2 割程度。一方、家族と一緒に衣替えする主婦は同じく 3 割超となりま

す。家族の参加によって、満足している主婦が、割合にして約 1.6 倍に増加することがわ

かりました。 

 

詳しくは次ページからのレポートをご覧ください 
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【調査結果】 

■半数が衣類を収納しきれない。衣類収納に 55％の主婦が不満 

普段の衣類収納に関する質問では、「いつも衣類で部屋が散らかっている」（2.8％）、「収納

せずに部屋にそのまま置いてある衣類がある」（44.3％）を合わせて半数近くの主婦が、部

屋の衣類を完全に片づけられていないことがわかりました。 

【図表 1】 

 

※割合は小数点第 2 位を四捨五入しているため、合計が 100％にならない場合があります（以下同） 

 

また、満足度についても、過半数の主婦が「満足していない」と回答。衣類収納が、主婦

にとって、大きな悩みの種になっていることがうかがえます。 

【図表 2】 
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■衣類収納に満足していない理由トップ３ 

衣類収納に満足していない理由は、「収納スペースが少ない」が 75.1％となり圧倒的な 1 位

でした。快適な衣類収納を実現するには、限られたスペースを有効に活用することがポイ

ントといえそうです。次いで「衣類を出し入れしにくい」（44.8％）や「家族が自分で収納

してくれない」（41.2％）が 40％を超えています。特に家族の協力は、衣類を収納する上で

の満足度を大きく左右することもわかっています。（P.5 参照） 

【図表 3】 

 

一方、満足している人に上手な衣類収納のコツを聞いたところ、「ひごろのこまめな整理」

と 60％が回答（複数回答可）。「時間を決めて一気に整理」の 8％を大きく引き離していま

す。日常的に片付けしやすい環境を整えることも、主婦の満足度を上げるうえで重要とい

えそうです。 

【図表 4】 
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■主婦の７割以上がひとりで衣替え 

普段の衣類収納と関連が深い衣替えに関する質問では、衣替えが「好きではない」「どちら

かといえば好きではない」を合わせると 60.3％となりました。その理由の 1 位には「衣類

収納が苦手だから」（62.7%）を挙げ、多くの主婦が「自分は収納下手」と認識しているこ

とがわかりました。 

【図表 5】 

また、「衣替えを誰が行うか」については、主に自分ひとりで衣替えする主婦が 72.3％と圧

倒的多数。家事の分担や女性の社会進出が叫ばれる中、衣替えは、いまだ多くの家庭で女

性の作業になっていることがわかりました。 

【図表 6】 
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ただし、主婦が一方的に作業を押しつけられているともいえません。衣替えが「好きでは

ない」、「どちらかといえば好きではない」という人にその理由を尋ねたところ（複数回答）、

「家族に協力してもらえないから」と回答した主婦は 1 割台（15.8%）にとどまりました。

主婦は、必ずしも家族の協力を期待していないことが推察できます。 

【図表 7】 

 

■家族が衣替えに参加すると、収納の満足度が上昇 

家族が衣替えに参加する家庭では、衣類収納の満足度が大きく変化します。自分ひとりで

衣替えを行う場合、普段の衣類収納に「とても満足している」「やや満足している」と答え

た人は 21.1％。一方、家族と一緒に衣替えする主婦は同じく 33.3％で、満足している主婦

が、割合にして約 1.6 倍になることがわかりました。 

なお、家族の参加を促すコツを聞くと（自由回答）、「一緒に作業するスケジュールを決め

る」「家族が片づけやすいよう準備する」といった回答が多く寄せられています。 

【図表 8】 
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【調査のまとめとプロのノウハウ】 

 

エステーは、今回の調査結果から、賢い衣類収納のポイントとして主に、①収納スペー

スを効率良く使う ②家族で一緒に作業するの 2 点が挙げられると分析。具体的なテクニッ

クを探るため、整理収納アドバイザーの伊藤朋美さんに話をうかがいました。 

 

【伊藤朋美プロフィール】 

整理収納アドバイザー、インテリアコーディネーターとして"家が

整えば毎日はもっと輝く"を合言葉にシンプルで快適な暮らし方を

提案している。個人宅の整理収納サービスから企業とタイアップし

た収納サービスなど、幅広く収納コンサルティングやセミナー講師

で活躍する他、コラム執筆、雑誌監修などでも活躍中。 

オフィシャルブログ：http://ameblo.jp/re-style-okataduke/ 

HP：:http://re-style-t.com/ 

USTREAM 番組「さいすま TV」レギュラー 

 

これまで、800 件以上の家庭へアドバイスを行った伊藤さんは、「ご家庭を拝見して、本

当に収納スペースが不足していると感じたことは、まずありません」と断言します。収納

を工夫することで、スペースの問題は解決するのです。 

また、男性は女性と思考のプロセスが異なるため、「自ら衣類を整理してもらうには、減

らす服やスペースを数値目標で示すことが有効」といいます。 

 

衣類収納の環境を整えるには、この秋の衣替えは絶好の機会。エステーはオフィシャル

サイト内の「くらしにプラス」で、伊藤さんのノウハウを公開しています。詳しくはこち

らをご覧ください。 

 

 

エステーホームページ＜くらしにプラス＞    http://www.st-c.co.jp/plus/ 

「秋の衣替えから始めよう 動線やルール作りで変わる！

効率がぐっとアップする衣類収納（秋編）」では、理想の衣

類収納を実現するコツや秋の衣替えのポイントを紹介して

います。 

 

●この資料についてのお問い合わせ先 

エステー株式会社 

  広報部  中村・丸野 

       ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ：（03）3367‐6115 

       ﾌｧｯｸｽ： （03）3367‐6320 

 

http://ameblo.jp/re-style-okataduke/
http://www.st-c.co.jp/plus/

